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キ
ャ
ン
プ
座
間
へ
の
弾
薬
輸
送

は
、
東
広
島
市
の
川
上
弾
薬
庫
か

ら
民
間
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
で
搬
出

し
、
広
島
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で

鉄
道
輸
送
に
積
み
替
え
て
横
浜
羽

沢
駅
ま
で
輸
送
し
、
そ
こ
か
ら
民

間
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
で
キ
ャ
ン
プ

座
間
に
搬
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
弾

薬
輸
送
の
実
績
は
昨
年
、
一
昨
年

と
も
コ
ン
テ
ナ
12
個
で
約
60
ト
ン

で
す
。
川
上
弾
薬
庫
が
あ
る
東
広

島
市
に
は
昨
年
度
４
３
０
０
万
円

の
交
付
金
が
あ
り
、
ま
た
、
弾
薬

輸
送
の
日
時
や
経
路
な
ど
の
情
報

が
防
衛
当
局
か
ら
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
本
市
に
は
一
切

情
報
が
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
キ

ャ
ン
プ
座
間
に
ど
の
よ
う
に
搬
入

さ
れ
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
保
管

さ
れ
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
市
民
の
不
安
を

解
消
し
、
安
全
安
心
の
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
政
府

や
米
軍
に
対
し
て
弾
薬
輸
送
の
情

報
提
供
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

キ
ャ
ン
プ
座
間
に
川
上

弾
薬
庫
の
よ
う
な
弾
薬
の
備
蓄
、

貯
蔵
等
が
あ
れ
ば
一
定
の
交
付
金

が
受
け
ら
れ
る
の
で
は
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
提
案
と
し
て
受
け

と
め
、
弾
薬
輸
送
の
情
報
提
供
に

つ
い
て
は
、
川
上
弾
薬
庫
と
は
状

況
が
違
う
と
考
え
ま
す
が
、
情
報

の
提
供
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
何

ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
の

で
あ
れ
ば
と
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
座
間
へ
の

弾
薬
輸
送
問
題
に
つ
い
て

　

市
道
38
号
線
周
辺
で
は
、
芹
沢

公
園
が
開
園
し
、
カ
レ
ス
ト
座
間

跡
地
に
大
型
商
業
施
設
が
来
春
開

業
予
定
で
す
が
、
交
通
量
増
加
に

よ
る
芹
沢
地
区
の
生
活
環
境
へ
の

対
応
や
歩
行
者
の
安
全
対
策
を
加

速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
原
幼
稚
園
前
の
市
道

東
原
16
号
線
は
、
大
型
車
や
特
殊

車
両
な
ど
の
通
行
に
よ
り
歩
行
者

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺

い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

大
型
商
業
施
設
の

利
用
者
に
よ
る
車
両
の
増
加
対
策

と
し
て
、
通
行
車
両
の
分
散
化
に

よ
る
渋
滞
緩
和
を
目
指
し
、
市
道

38
号
線
の
改
良
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
道
東
原
９
号
線
と
市
道
38
号

線
の
Ｔ
字
路
は
、
現
在
は
一
時
的

な
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
地
元
の
方
と
一
緒
に
課
題

解
決
に
向
け
て
、
公
園
側
の
用
地

も
活
用
し
た
中
で
、
一
体
的
に
交

差
点
を
広
げ
る
形
で
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

道
路
横
断
の
際
の
安
全
確
保
策

と
し
て
、
芹
沢
公
園
に
直
接
入
れ

る
箇
所
へ
の
横
断
歩
道
の
設
置
に

つ
い
て
交
通
管
理
者
か
ら
は
前
向

き
な
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
道
東
原
16
号
線
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
大
型
交
通
法
の
規

制
に
関
す
る
内
容
と
な
り
ま
す
の

で
、
交
通
管
理
者
と
協
議
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

相
模
川
の
中
流
域
で
最
大
級
の

洪
水
が
起
き
た
場
合
の
洪
水
浸
水

想
定
区
域
図
が
、
改
め
て
管
理
主

体
で
あ
る
神
奈
川
県
か
ら
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

想
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
内

で
は
、
座
間
市
座
間
、
新
田
宿
、

四
ツ
谷
の
市
西
部
地
域
の
う
ち
の

相
模
川
と
鳩
川
の
間
の
エ
リ
ア
一

帯
が
０
・
５
ｍ
か
ら
３
ｍ
の
浸
水

区
域
に
入
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
公
表
で
は
浸
水
し
な
い
と
さ
れ

て
い
た
新
田
宿
公
民
館
が
水
深

１
・
５
ｍ
、
座
間
１
丁
目
に
隣
接

す
る
Ｊ
Ｒ
相
模
線
相
武
台
下
駅
が

水
深
０
・
６
ｍ
の
浸
水
を
受
け
、

水
が
引
く
ま
で
に
は
半
日
か
ら
１

日
か
か
る
と
予
測
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

今
回
公
表
さ
れ
た
洪
水
浸
水
想

定
区
域
図
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
応
策
を
と
ら
れ
て
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

今
後
の
対
応
策
と

し
て
住
民
等
に
は
、
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
９
月
の
前
に
、
広
報

ざ
ま
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
周
知
を
図
る
準
備
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
が
平

成
30
年
度
末
、
目
久
尻
川
、
鳩
川

の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

域
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見

直
し
、
作
成
に
つ
い
て
は
平
成
31

年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

配
布
は
全
戸
配
布
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
公
立
中
学

校
の
英
語
教
員
に
求
め
ら
れ
る
英

語
力
の
水
準
を
英
検
準
１
級
程
度

以
上
と
設
定
し
、
英
語
教
員
の
50

％
が
そ
の
水
準
に
達
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

12
月
の
文
部
科
学
省
の
全
国
調
査

で
は
、
公
立
中
学
校
の
英
語
教
員

の
73
・
８
％
が
英
語
能
力
に
関
す

る
外
部
試
験
を
受
験
し
て
お
り
、

規
定
水
準
に
達
し
て
い
る
割
合
は

32
％
で
す
。
本
市
の
英
語
教
員
に

つ
い
て
、
外
部
試
験
の
受
験
状
況

と
英
検
準
１
級
程
度
以
上
の
取
得

状
況
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
32
年
度
か
ら
の
次

期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
学
校

５
、
６
年
生
で
英
語
が
正
式
教
科

と
な
り
、
３
、
４
年
生
で
は
外
国

語
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
中
学
生

の
英
語
力
向
上
は
、
小
学
校
教
育

の
段
階
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け

る
時
代
に
入
り
ま
す
。
小
中
連
携

や
小
中
英
語
一
貫
教
育
、
キ
ャ
ン

プ
座
間
と
の
英
語
交
流
協
定
等
に

つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

本
市
の
英
語
教
員
の

外
部
試
験
受
験
者
は
、
12
名
で
全

体
の
46
％
、
ま
た
英
検
準
１
級
以

上
の
英
語
力
を
有
す
る
教
員
は
７

名
で
、
全
体
の
27
％
で
す
。
小
中

連
携
に
関
し
て
は
、
本
市
の
英
語

教
育
推
進
会
議
に
お
い
て
も
そ
の

重
要
性
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い

ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
座
間
と
の
交
流

に
つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
の
希
望

が
あ
れ
ば
応
援
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

芹
沢
地
区
の

交
通
安
全
対
策
を
問
う
！

相
模
川
洪
水
浸
水

想
定
区
域
図
公
表
さ
れ
る

中
澤　

邦
雄　
議
員
《
日
本
共
産
党
》

荻
原　

健
司　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

伊
田　

雅
彦　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
、子
供
達
の
た
め
に

英
語
教
育
を
真
剣
に
！

吉
田　

義
人　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
は
３
月
、
６
月
、
９
月
、

12
月
の
年
４
回
開
催
さ
れ
る
定
例

会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の
締
め
切

り
日
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
６
（
２
５
２
）
８
８
７
２

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

　

６
月
定
例
会
の
各
委
員
会
で
審

査
し
た
請
願
・
陳
情
は
、
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

◎　

採　
　

択

　

請
願
第
１
号　

義
務
教
育
に
係

る
国
に
よ
る
財
源
確
保
と
、
35
人

以
下
学
級
の
着
実
な
実
施
・
進
行

を
図
り
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水

準
の
維
持
・
向
上
並
び
に
行
き
届

い
た
教
育
の
保
障
に
関
す
る
請
願

　

陳
情
第
３
号　

安
全
・
安
心
の

医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤
交
代

制
労
働
の
改
善
に
つ
い
て
国
へ
の

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第
12
号　

入
谷
小
学
校
北

門
（
通
用
門
）
及
び
正
門
歩
道
横

断
勾
配
改
善
に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
第
13
号　

神
奈
川
県
最
低

賃
金
改
定
等
に
つ
い
て
の
陳
情

◎　

不
採
択

　

陳
情
第
２
号　

介
護
従
事
者
の

勤
務
環
境
改
善
及
び
処
遇
改
善
の

実
現
に
つ
い
て
国
へ
の
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情

　

警
察
庁
が
３
月
23
日
に
発
表
し

た
ま
と
め
に
よ
る
と
、
平
成
24
年

か
ら
平
成
28
年
ま
で
の
５
年
間
に

全
国
で
歩
行
中
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
傷
者
の
年
齢
は
７
歳
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県

と
本
市
の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
県
の
年
齢
別
歩
行
中
の
交
通

事
故
に
よ
る
７
歳
児
の
死
傷
者
数

は
平
成
24
年
か
ら
平
成
28
年
ま
で

の
５
年
間
で
７
６
７
人
、
全
年
齢

の
平
均
に
対
し
て
２
・
８
倍
と
な

っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
７
歳
児
の

死
傷
者
数
は
５
年
間
で
13
人
、
全

年
齢
の
平
均
に
対
し
て
４
・
７
倍

と
全
国
傾
向
と
同
様
で
あ
り
、
事

故
原
因
は
飛
び
出
し
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
事
故
対
策
に
は

こ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

本
市
に
お
け
る
事
故
傾
向
を
踏
ま

え
た
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

７
歳
児
の
交
通
事
故

が
突
出
し
て
多
く
、
原
因
の
多
く

は
飛
び
出
し
事
故
で
す
。
下
校
時

間
帯
や
夕
方
の
時
間
帯
に
危
険
性

が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
車
両
の
直

前
直
後
の
横
断
及
び
横
断
歩
道
外

横
断
の
危
険
性
や
横
断
の
仕
方
と

い
っ
た
情
報
を
改
め
て
教
職
員
に

周
知
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の

情
報
を
保
護
者
、
交
通
安
全
指
導

員
、
登
下
校
を
見
守
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
地
域
の
方
々
、
子
供
の

交
通
安
全
に
か
か
わ
る
方
々
に
全

体
的
な
情
報
の
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
庁
内
で
も
情
報
共
有
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

教
科
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
（
通

称
）
の
施
行
に
伴
い
、
国
は
通
常

の
教
科
書
で
は
文
字
や
図
形
等
の

認
識
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
が
パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

て
学
習
す
る
音
声
教
材
の
普
及
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
音
声
教
材
の

一
つ
で
あ
る
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
は

音
声
や
読
む
速
さ
に
合
わ
せ
て
文

字
の
大
き
さ
な
ど
の
調
節
が
で
き

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

読
み
間
違
い
、
読
む
こ
と
や
漢
字

へ
の
抵
抗
感
な
ど
が
減
少
し
、
ま

た
、
自
信
が
つ
き
学
習
意
欲
が
出

て
き
た
な
ど
の
学
習
効
果
が
あ
っ

た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
字
が
見
え
る
の
に
読
め
な
い
、

読
み
た
く
て
も
読
め
な
い
子
供
た

ち
が
、
他
の
子
供
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
教
科
書
が
読
め
る
よ
う
に
な

る
た
め
に
は
、
デ
イ
ジ
ー
教
科
書

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
ま
す
が
、
周
知
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
発
達
障
が
い
が

あ
る
児
童
・
生
徒
の
学
習
支
援
ツ

ー
ル
と
し
て
の
情
報
提
供
、
積
極

的
な
活
用
推
進
に
つ
い
て
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

音
声
教
材
は
、
発
達

障
が
い
等
に
よ
り
読
み
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
内
容
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
る
な
ど
の
一
定

の
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
教
職
員
に
対
し
周
知
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
も
多
く
の
教

職
員
や
保
護
者
に
基
本
的
な
機
能

や
効
果
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

７
歳
児
の
歩
行
中
の

交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て
問
う

沖
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